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間 l GM計 数管に関する次の I～ 皿の文章のL__Jの 部分に入る最 も適切な語句,数値又は数式を解答群
の中から 1つ だけ選べ。

I 気体放射線検出器の多 くは,気体原子や分子の

「

万遣力に起因する電流変化を,必要に応 じ増幅器
などを用い電気信号の形で取 り出して放射線を検出するcこ の形式の検出器では,計数ガス,印加電
圧,電極構造などの違いにより,異なる動作モー ドが得 られる。

「

Bコ¬は,放射線により生成 され

釉 閻 撃]記∴|」憲纏lTC轟
器である。また,国でに Aで楚した
たな囀 が,|き 起こされる。

「
¬F¬は, この

II:■1lP作用を利用 して出力波高を高めるが,こ の際,入射放射線のE:艶口情報は保持される。一

方,各M計数管はこれら 2つ の検出器 と比較すると,入射放射線の  F 情報が得 られない反面 ,

出力波高が十分に高 く,放射線管理などで汎用的に用いられる。
1  1‐ の解答群> ヽ

1 霧箱  2 電離箱  3 比例計数管  4 スパークチェンバ  5 陽イオン

6 陰イオン  7 電子   8 計数率  9 フルエンス  lo ェネルギー

H ガス増幅  12 励起  13 電離  14 飽和

Ⅱ GM計数管の動作過程では,計数ガス中に生成された電子が陽極心線へと移動しなから運動エネル
ギーを増し,新たに

「

こ記¬を起こすとともに,計数ガスの励起に起因したEIヨコの介在による
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GM放電の停止後,  J  は次第に移動して陰極へ到達するが,こ の際に陰極から電子が放出さ
れると再放電を招く。このため,計数ガス中にEE藁コ

ガスとして働く少量のEI輸口を混ぜ, この
ガスのE中 により電子の再放出を防止する。これと異なる方法として,電気回路により印加電圧
を一時的に下げて再放電を防止することを巨亜

珂頃酔
呼ぶ。

<G～ Nの解答群>
1 紫外線  2 電子  3 陽イオン  4 陰イオン  5 再結合  6 電離
7 陽電子  8 希ガス  9 窒素ガス  lo 有機ガス  H 分解  12 生成
13 内部消滅  14 外部消滅



Ⅲ GM計 数管の出力と経過時間との関係をオシロスコープで観測すると,下図のようになる。ここで
,

もとのパルス波高にまで戻る時間′は,「 そ脅bと 呼ばれる。また,パルス波高が波高弁別レベルま

で戻る時間?は国 と呼ばれ,こ の間,新 たな放射線 を計数 しない。このcの 値は,通常

匡
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菫卜 程度であり,こ れを求める方法には,E【理口,半減期法などがある。なお,rは放射線

の入射があってもパルスが形成されない時間である。

信号処理系を含めたGM計数装置において,時間 rの 間に得られた放射線の計数をNと すると
,

言十数Ⅳを得るために要した放射線に有感な時間はE ZJ麹 となる。この時間でⅣを除することによ

り,数え落としが補正された計数率を導くことができる。

計数率が極めて高くなリパルス波高が回復できない状態になると,補正の範囲を越えて極端に計数

が低下する。これをEI専甲
現象と呼ぶ。このため,高線量率場での放射線管理測定などにおいては

十分な注意が必要である。
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<0～Rの解答群>
1 飽和時間  2 回復時間

6 フェザー法  7 同時計数法

11 窒慮、  12 しきい4tL  13

<ア ,イ の解答群>
1  10~6    2  10~5    3  10~4

8 Nン   9 Ⅳ9   10 Nr   ll

3 再生時間  4 分解時間  5 二線源法

8 逐次近似法  9 点線源法  10 飽和
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